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2 月 28 日（水）に同窓会入会式、3 月 1 日（木）に第 70 回卒業証書授与式を挙行し、 

高校生活でのたくさんの思い出を胸に、普通科 198 名・理数科 40 名、計 238 名が本校を

巣立ちました。校内・校外の様々な行事で活躍し、後輩たちに進むべき道を示してきてくれ

た 70 回生。これからはそれぞれの道を歩むことになりますが、この３年間の高校生活で培

った「島高魂」「文武両道」の精神を胸に、各方面で輝かしい未来を切り拓いてくれることを

期待します。輝け！21 世紀の旗手☆青き楓たち。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島高だより 
平成 30 年 3 月号 
（通巻第 144 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

５日(木) 入学予定者オリエンテーション 
     登校自学・課題点検(２・３年) 
６日(金) 新２・３年生クラス発表 

登校自学・課題点検(２・３年) 
９日(月) 始業式・着任式 

入学式・PTA 入会式 
10日(火) 校内実力テスト(１・２年) 
     校内模試(３年～11 日) 

地区別集会･通学方法別集会 

４月の主な行事予定  

 

 

     

 

 
 
 

校長室から 

校  長 渡邉 孝経 

◆生徒感想より 
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。 

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。 

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。 

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。 

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。 

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。 

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。 
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11 日(水) 学級役員任命式・容儀指導 
12 日(木) 雲仙合宿ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(１年) 
13 日(金) 理数科対面式 

早朝補習開始(２・３年) 
14 日(土) スタディーサポート(１年) 
16 日(月) 雲仙合宿研修(１年～19 日) 
23 日(月) 早朝補習開始(１年) 
24 日(火) 個人写真撮影(１年) 
25 日(水) スマホ安全講話(LHR) 
27 日(金) 歓迎遠足(雨天時は歓迎会) 

 離見の見  

◆剣道 

少年男子：黒川 大樹(３年) 鶴浜 貴志(３年) 藤野 聖那(３年) 松﨑賢士郎(２年) 

少年女子：藤崎 薫子(３年) 竹中 美帆(３年) 杉本 唯子(３年) 大園 望夏(３年) 堤 麻衣子(３年) 

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

少年男子：濵本 大徳(３年) 喜多 豊和(３年) 金子 功誠(２年) 金子 将大(１年) 大津 拓馬(１年) 

◆剣道 
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◆レスリング  

１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 島原市霊丘公園体育館・弓道場、島原高校弓道場 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

ソフトテニス 男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

バレーボール男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

バスケットボール男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 小佐々 中央公園、北部グラウンド、東部スポーツ広場、鹿町工業高校 

ラグビー 1/16～1/24 森山ふれあい公園、芝生広場、県営放虎原ラグビー場 
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■10 月 9 日（木）３年生激励会  

大学入試センター試験まで、残り 100 日を切りました。刻々と時間が過ぎる中、３年生は

必死に受験勉強に励んでいます。また、一足早く推薦入試やＡＯ入試を受験している生徒も

おり、各々が進路実現に向けて正念場を迎えています。 

会では異動した先生方からのビデオメッセージが流れた後、1・2 年生から応援メッセー

ジの色紙が、PTA からしおりと千羽鶴が手渡され、長丁場となる受験期を乗り切ってほしい、

という全体の思いを届けました。 

■10 月 13 日（火）～23 日（金） 

第１回夜間学習会  

３年生を対象に夜間学習会を実施し

ています。第 1 回は 119 人が参加しまし

た。 

19:00～22:00まで自学場所を提供し、

可能な限り添削指導・質問に対応してい

ます。なお、第 2 回は 12 月中旬に実施

予定です（行事予定参照）。 

3 学年主任 小森 貴 

このたびの人事異動により、下記の先生方が島原高校（全日制）を離･退任されること

になりました。これまで島原高校のためにご尽力いただいたことに感謝するとともに、今

後のご多幸とご活躍を祈念いたします。本当にありがとうございました。 

中田 克之 教頭 諫早高校へ       祝  利久 先生 五島高校定時制へ 

日向  薫 先生 虹の原特別支援学校壱岐分校へ  川口 恭子 先生 宇久高校へ 

志水 法子 先生 上五島高校へ      北島 弘道 先生 ご退職 

尾崎 拓朗 先生 佐世保工業高校定時制へ    竹下 朋江 先生 口加高校へ                 

隈部新八郎 先生 口加高校へ       松永 朋子 主任 佐世保東翔高校へ 

渡邊 賢人 スポーツ専門員 ご退職    永石 美智 スポーツ専門員 ご退職 

3 月 15 日（木）平成 30 年度入学の合格者発表

が行われ、普通科 200 名、理数科 35 名、計 235

名が合格となりました。 

9 時 30 分の合格者番号掲示と同時に掲示板に

駆け寄り、自分の受検番号を見つけると、友人や

保護者と共に喜ぶ姿やホッとした表情がたくさん

見られました。 

 4 月に島高第 73 回生として皆さんをお迎えす

ることを楽しみにしています。本当におめでとう

ございました。 

     在校生代表送辞      卒業生代表答辞 
島﨑 健太くん      林田 紗和さん 

３月は卒業、進級など学校にとっては「節目の時」とよく言う。この節目とは竹の節目の
ことであり、その部分は他の部分よりも固く簡単には切れない。さらに、節目があることで、
強い風が吹いても簡単に折れることはない。つまり、節目の時というのはとても「大事な時」
ということである。 

 何が大事か、それは人生の節目に今までのことを反省し、振り返ることが大事ということ
である。 

 生徒諸君はこの１年どうだったであろうか。反省し振り返ってみよう。  

 そして、その振り返り方として、「離見の見」（「風姿花伝」世阿弥）という視点から振
り返ってみよう。 

 世界に誇る日本の伝統芸能の「能」の５００年前の能役者であり、能作者の世阿弥が記し
た「花伝書」の中で、役者は「我見」「離見」「離見の見」の３つの視点を意識することが
大切だと述べている。 

「我見」とは役者が観客を見る目。 
「離見」とは観客席から舞台をみる視点。客観的視点 
「離見の見」とは観客が自分を見る姿を自分が見ている視点。 
という意味である。 
世阿弥は、自分が舞台で能を舞っているときに、観客の目から自分の演技を、その瞬間瞬

間で見ることが出来たそうである。 
 我々の生活の中に置き換えて考えてみても、全体の中で自分を客観的に見ることは、非常
に難しいことである。しかし必要とされることなのである。 
 さあ自分自身の１年間を冷静な心で、ひとりよがりにならず振り返ってみよう。客観的に
自分を見つめ、冷静に自分を評価し、次年度に向けて足りないところを補う努力をしてほし
い。 
 また、最初に「竹の節目」は大事なものと述べたが、竹にまつわる言葉に「破竹の勢い」
という言葉もある。 

 竹はひと節目に割れ目を入れると次から次へと割れていくと言う意味から、竹が割れるよ

うに猛烈な勢いで物事が進んでいくさまのことであるが、生徒諸君には本年度の最後という

「節目の時」に自分自身を振り返り、次年度は「破竹の勢い」で何事にも突き進む事を願っ

ている。 
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    3 月 20 日（火）、2 学年理数科の生徒による「課題研究発表会」を実施しました。 
課題研究は２年生の理数科を数人の小グループに分けて、それぞれ興味のある分野

の研究を１年間かけて行います。今年度は 14 班で研究が行われ、それぞれの班が工
夫をしてプレゼンテーションソフトを用いた口頭発表と、ポスターを展示して行うポ
スター発表を行いました。研究内容は下の表のとおりです。優秀賞には『光合成細菌
が地球を変える』班が選ばれ、次点の『紫外線による色の変化』班とともに、６月の
長崎県理数科高等学校課題研究発表大会で口頭発表を行います。 

 

 

 

  
 

３月 14 日(水)、今月末に開催される全国選抜大会の壮行式が行われました。校長先生の 

激励のあと、ＰＴＡや同窓会からも激励および激励金が贈られました。 

選手の皆さんの健闘を祈ります！ 

 

 
 
  

 

 

  
 

 

                                       

生徒会指導部  
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任 
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今年度の卒業生【第 70 回生】の合格状況を報告いたします【３月 22 日（木）現在】 
最終的な結果や分析は、次号に掲載予定です。 
 

○ 大  学 国立大 89 名 公立大 19 名 私立大（のべ）224 名 
○ 準大学 １名  ○ 短大 ３名 ○ 専門学校 24 名 
○ 公務員 ５名 

                  《 主な合格校 》 
【国立大学】 
 帯広畜産大１名 秋田大１名 筑波大１名 宇都宮大１名 群馬大１名 千葉大１名 
横浜国立大２名 愛知教育大１名 京都工芸繊維大１名  大阪大１名 神戸大１名 
広島大２名 山口大３名 高知大１名 九州大４名 九州工業大２名  福岡教育大４名 
佐賀大７名 長崎大 18 名 熊本大 14 名 大分大２名 宮崎大９名 鹿児島大９名  
鹿屋体育大２名 

【公立大学】 
 都留文科大２名 大阪市立大１名 大阪府立大１名 鳥取環境大１名 兵庫県立大１名 
岡山県立大１名 山口東京理科大１名 山口県立大２名 高知工科大１名  
北九州市立大１名 長崎県立大４名 熊本県立大３名  

〈私立大学〉 
 国学院大２名 東京女子大１名 法政大３名 明治大４名 早稲田大１名 同志社大１名 
立命館大６名 関西大２名 関西学院大２名 西南学院大 10 名 中村学園大８名  
福岡大 24 名  活水女子大９名 長崎純心大 12 名 崇城大 13 名  
熊本保健科学大 10 名など 

〈準大学〉 
 防衛大学校１名 

進路指導主事 酒井 太一 

◆剣道部〔男女〕（3/27～28 愛知県春日井市総合体育館） 
黒川 雄大（2-1） 前田 聖直（2-1） 松田美結女（2-1） 下田 愛莉（2-1） 
松﨑弘士郎（2-1） 時村 知至（2-1）  児島 那歩（2-1） 植木 美和（2-2） 
内藤 達樹（2-1） 岩崎  翼（2-2） 岩永 遥佳（2-3） 森  万穂（1-2） 
若杉 一真（2-2）            山口菜々実（1-2） 
 

◆レスリング （ 3/27～ 29 新潟県新潟市体育館）  
岡田 隼季（2-2） 松尾 浩成（2-2） 
喜多瞭太郎（1-2） 喜多 康介（1-4） 

分野 研究タイトル 

化学 
「過冷却水を作る最適条件を探す」 

「紫外線による色の変化」「チョークの研究」 

生物 
「光合成細菌が地球を救う」 

「人の目の盲斑についての研究」 

「小さな生態系を作ってみる」 

物理 「ヨーヨーの力学について」 

地学 「島原城の石垣はどこから来たのか？」 

植生 「垂木台地の植生調査」 

数学 
「高次元の考察」「西洋による和の解析」 

「コラッツ予想の証明」「魔方陣の考察」 

「図形の分解（図形の元素を求める）」 

 

１学年 村上 嘉則 
１学年主任 梅野 昌高 

３月 15 日（木）、今年度取り組んできた「地域学」の校内発表会を実施しました。 
各クラス４～６人で班を編制し、地域の魅力を伝えるＣＭ作成に取り組んできました。 
２月のクラス発表会で代表に選出された班が、学年全体の前でそのＣＭ作成のターゲット
や、表現したかったことなどを説明し、実際に作成したＣＭを見てもらうという内容でし
た。生徒一人ひとりがその発表＆ＣＭの採点をし、最も良かった発表を選びました。 

発表会の最後には「シマバラン」も登場し、発表会を盛り上げて
くれました。 
地域の魅力をたくさん発見できた楽しい発表会でした。 

〔審査結果〕最優秀賞：１組 優秀賞：２組 

剣 道 部  
    （ 
第２０回大霧島旗争奪高校剣道錬成大会  
  
 男子団体 第２位 
 女子団体 第３位 
 
弓 道 部 

平成 29 年度第 11 回中地区高等学校 

弓道選手権大会 
女子団体 第２位  
女子個人 第３位 大浦 清香 

第 65 回優勝弓争奪近県弓道大会 

女子団体 優勝 

女子個人 第３位 大浦 清香 
 

ソフトテニス部 
    （ 
第 44 回長崎県高等学校ソフトテニス個人選抜
大会 兼 第 47 回ハイスクール・ジャパンカップ
2018 長崎県代表選考大会 

男子の部 第３位 山外･浦田ペア 

その他 
第 13 回ＮＣＣふるさとＣＭ大賞 

映像賞 島原高校１年「島原を飲む」 

  ※「地域学」で作成したＣＭです 

 

優秀賞の 

「光合成細菌が地球を救う」の発表 


